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企業×NPO×ボランティア 
 企業は、ISO26000（組織の社会的責任に関する国際規格）で求められる「環境」や「コミュニティへの参画」への対応に

準拠するなどのため、NPO と一緒に環境活動をする動きも盛んです。NPO としても、大人数での定期的な参加や、コーデ

ィネート費などで活動を支援してもらえるメリットがあります。 

 

■活動事例：１ 認定（特活）富士山クラブ （詳しくは 32 ページ） 

『美しい富士山を子どもたちに残していくために...』を合言葉に、

静岡・山梨の富士山周辺の清掃などを実施する団体です。企業

や学校などの団体ボランティアを年 100 団体受け入れています。 

清掃活動、外来植物駆除活動、トレッキング、講演会・出張授

業、森づくり活動・竹林整備活動など、様々なプログラムがあります。

特に清掃活動などは、どこにゴミがあり、どのように処分するかなど、

地域の団体でなければ分からない点が沢山あります。富士山クラ

ブでは、主に首都圏各地から富士山周辺エリアでのボランティアを

希望する企業などの団体向けにこうしたプログラムを提供し、企業

と共に世界遺産でもある富士山周辺地域の環境保全をパートナーシップで行っています。 

【参加企業例】 

・アビームコンサルティング（株）  社員参加による清掃と外来植物駆除 （静岡県富士市、42 人参加、回収量：0.5ｔ） 

・ネスレ日本（株）  社員参加による清掃とトレッキング （山梨県富士河口湖町、68 人参加、回収量：0.8ｔ） 

・富士通システムズ・ウエスト（株）  社員と家族参加による森づくりとトレッキング （静岡県富士宮市、16 人参加） 

 

■活動事例：２ （特活）森のライフスタイル研究所 （詳しくは 30 ページ） 

『「正しさ」と「楽しさ」をつないで森林づくりにイノベーションを起こし

続けていくこと』を目標に、長野・千葉等の森林再生に、都会のボラン

ティアが参加する活動を行っている団体です。企業とのコラボ事業も

積極的に行い、企業の森林ボランティアプログラムの企画から運営

までをサポートするほか、社内でも気軽にできる「積み木プロジェクト」

も行っています。企業単位でボランティアに参加したい企業でも「社

員の日程をどう調整するか？ 参加数の確保」などの課題もあり、実

行が難しい企業もあります。この積み木プロジェクトは、東日本大震災の被災地の保育園や幼稚園の子どもたちに積み木を

届け、木育を行うもので、社員の方は自社の会議室などでヤスリ掛け等の仕上げ作業を行います。作業終了後は、参加者

同士でグループワーク。室内において環境貢献と震災復興ができる企業の社会貢献プログラムとして、好評です。 

【参加企業例】 

・ 前田建設工業（株）の社員参加による森づくり活動のサポート（長野県佐久市） 

・ 八十二銀行の 82 周年記念ボランティアによる森づくり活動のサポート（長野県木島平村、中川村） 

・ シティグループ（積み木プロジェクト） 

 

上記に掲載した団体の他にも、本誌「環境ボランティアなび 2015」に掲載されている環境団体のうち「企業ＯＫ」の表示

があるものにつきましては、企業の団体受入が可能です。CSR の協働先をお探しの企業の方は、是非お問合せ下さい。 
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環境 NPO の方に聞いてみました 
 NPO のスタッフの方に、ボランティアの事について、突撃インタビューを行いました。 
 

■（特活）NICE （39 ページ参照） 

Ｑ：どんな方がボランティアに来られますか？ 

最近のワークキャンプの参加者は、2/3 が学生です。

男女比は、女性 7：男性 3 の割合ですので、若い女性の

参加者の方が多いです。「〇〇国へ行ってみたい」、「活

動の中身が面白そう」として、参加される方が多いです。

学校の先生、同級生、先輩から話を聞いたり、仲間の

SNS で活動の様子を見たりして来る人も多いですね。 

 

Ｑ：ボランティアのメリットを教えてください。 

学生さんにとっては、日常の生活では体験出来ない事

が出来るので、とても良い経験になると思います。参加し

た人の中には大学卒業後、キャビンアテンダントなど旅行

に関係する仕事についたり、アジアのインフラ整備を行う

会社に就職したりと、その後の人生に大きな影響を受けて

いる人も多いようです。また、国内でも海外のワークキャン

プでも、外国の人と一緒に作業をするので、英語を使う機

会は多いことから、これをきっかけに英語の勉強に力を入

れよう、と思う人も多いですね。 

社会人の人も、日常生活から離れて、いつもと違う人

間関係、いつもと違う仕事をすることで、社会と自分の関

係性を新たに認識することで「明日も頑張って仕事しよ

う！」という人が多いです。「リア充」になれること請け合い

です！ 

 

■認定（特活）JUON(樹恩) NETWORK （28 ページ参照） 

Ｑ：どんな方がボランティアに来られますか？ 

全国 15 ヶ所の活動場所、全てのプログラムの合計で、

年間 1,000 人ほどの方が参加しています。学生や 20～

30 代、40～50 代、60 代以上の世代が、それぞれ 1/3

ずつほどで、男女比は男性が少し多い感じです。 

やはり、森で作業をする事は普段出来ない事ですので、

それを求めて来られる方が多く、田舎暮らしに関心にある

人も多いですね。中にはＪＵＯＮで活動した後、地方に移

住して林業に携わる人や、震災復興で初めてボランティ

アをした人が、地元でもと言って来る人もいますよ。 

 

Ｑ：ボランティアのメリットを教えてください。 

やはり、森に入って作業をする事の充実感ですね。み

んなで作業をした後に、森が綺麗に整備された時の達成

感は、日常生活の中では中々味わう事の出来ない特別

なものです。 

また、様々な年代の人が来ますので、自分の普段の人

間関係とは違う人との触れ合いはとても刺激になります。

活動の後には交流会もありますので、地元の方や、参加

者の方と話をすることが出来て、視野が広がると思います。

学生の人には、実際に森の中で活動する事で、将来の仕

事を選ぶ際の参考になることも多いと思います。まずは、

活動に参加してみてください！

 

■この人に聞きました 

（特活）NICE 

グループワークキャンプ事業部長 

山口紗矢佳さん 
 
中学講師時代に福岡県星野村の

国際ワークキャンプへ参加。 

ボランティアを通した生涯の学びに

興味を持ち 09 年より NICE 専従職員に。サークル/ゼミ/

企業 CSR 向けボランティアプログラムの企画運営や国

際問題/ボランティアを主題に高校での授業を展開。 

将来の夢は「おはなししてー」と、こどもが集まってくるよう

なおばあちゃんになること。 

■この人に聞きました 

認定（特活）JUON(樹恩) NETWORK 

理事・事務局長 

鹿住貴之さん 

学生時代にボランティア活動の 

推進やネットワークづくりを行って 

ていたことが縁で、大学生協の 

ボランティア担当として働くよう 

になったことがきっかけ。 
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■プロボノの今                            

司会：お二人は、「プロボノ」という言葉が広まる前から、活動

をされていたんですね。 

岡本：そうですね、はじめはスキルボランティアとか、そういう

言い方してました。そして、2010 年にラフォーレ原宿で 

「Hello, PRO BONO ～ 2010 年は“プロボノ”元年」と銘

打ったイベントしたんです。そしたら、300 人の参加が。

びっくりしました。 

加形：SNSでも話題になっていましたよね。「プロボノ」という言

葉は、すごく魅力的だと思いました。 

岡本：ありがとうございます！そうそう、加形さんのような、イ

ケてる社会人がたくさん参加くださいました(笑) 

司会：今のプロボノの広がりについてはどう感じていますか？ 

加形：グラントさんが「プロボノ」を表明してから、確実に広まっ

ていますよ。言葉があるというのは大きい。 

岡本：確かにそうですね。2010 年の登録者が急増しました。

プロボノという言葉があることで、引き寄せられたり、行

動に移したりということは現象として確実にあります。 

加形：やっぱり、グラントさんの 2010 年のイベントが一つの分

岐点になっていますよね。 

岡本：そうですね。あのイベントをきっかけに、ビジネスパーソ

ンが良く観るようなメディアに「新しい働き方」「新しいボ

ランティアの形」と取り上げられたことも影響しています。

もう一つの分岐点は、東日本大震災ですね。本当にい

ろいろなボランティアの形が模索されました。プログラマ

ーが、ツイッターの情報を集約して物資の過不足や道

の状況などをまとめて拡散したり、「できること」の捉え方

が幅広くなってごく自然な形でプロボノ的な活動が広ま

ったのが象徴的でした。 

司会：プロボノに参加する人って、どんな人がいるんですか？

弁護士の人たちの慈善活動が始まりってありますけど。 

岡本：職種的には、本当に多岐に渡りますね。メーカー、銀

行、メディア、SE、編集、デザイナーなど。変わったとこ

ろだと美容師かな。a-con さんは広告系の人が多い？ 

加形：IT 系の人が多いかな。プログラマーとか。情報感度が

高いのでプロボノという言葉に出くわす可能性も高いの

かも。逆に、もっと広告の人もいてもいいと思うんですが、

まだあまりプロボノは知られていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■プロボノ×社会人  社会における自分を見つめ直す      

司会：社会人がプロボノをする魅力というのはなんでしょう。 

岡本：プロボノって専門性が必要、と思われがちですが、実は

クライアントの課題を整理するとか、社内の調整をす

るとか、普通に培っている経験の延長線上なので、本

当に何か社会に貢献したい、視野を広げたいと思って

いるなら、ぜひ参加されるといいと思う。 

加形：プロボノでやると、自分が普段触ってないテーマに対し

て、普段接しない全然別の業界の人と、全然違う言

葉で、違う時間感覚で、仕事をすることになる。そうす

ると、自分が所属している会社や自分自身のスキル

が社会全体でどの位置にあるのか、俯瞰してみる機

会になります。 

岡本：プロボノワーカーにプロボノ参加感想のアンケートをとっ

たら、「自分の能力、スキル、マインドの相対化ができ

た」、「他業種との連携によるスキルアップ、自信の創

出ができた」という方もおられたし、「会社だとできない

こと、働き方にチャレンジできた」という人も。 

加形：キャリアチェンジしなくても、今の自分と仕事を見つめ

直すいい機会ですね。 

司会：すぐにイヤになって仕事辞めなくて済みますね(笑) 

加形：逆に、やっぱりこの仕事好きだなって思うことも。仮にそ

うじゃないとしても、他の仕事をイメージしやすくなるの

で、自分自身のためになるなぁと。 

岡本：この間、「プロボノは疑似転職みたいだ」って表現され

た方もいらっしゃいました。 

加形：あー、それはそうかもしれない。 

司会：転職ナビみたいなのに登録するより、プロボノワーカー

に登録した方が絶対いいとか？ 

お二人：絶対いいです！(キッパリ) 

 

■プロボノ×企業  新しいCSRの可能性          

司会：最近は、企業のプロボノプロジェクトも広まりつつありま

すね。 

岡本：そうですね。企業の社会貢献部署などが主導し、社員

チームで参加するプロボノプロジェクトを立ち上げるモ

デルです。これまでの企業の社会貢献と言えば、募

金や寄付、植林活動、地域イベントのスタッフなどで、

プロボノとは、「公共善のために」ということを意味するラテン語、「Pro Bono Publico」の略。 
もともと弁護士など法律に関わる専門家が無報酬で行う活動のことを指し、アメリカやイギリスなどでは 20 世紀ごろから行わ
れてきた。弁護士業界のみの活動だったものが、時代とともに、徐々にデザイン、広報、IT、経営診断等、分野を広げつつあ
る。今回はプロボノとして非営利セクターの中間支援を行っている、2 つの NPO の代表者にお話を伺った。 

特 集 2  プロボノってなんだ   社会人ボランティアの最先端 

 

-岡本 祥公子-  
特定非営利活動法人サービスグラント 事務局長 
前職はクリエイターエージェンシー。分かりにくい課題を
整理し、分かりやすく表現するクリエイターの力が社会貢
献に活用できるのではとプロボノの紹介イベントを実施。
それを機にサービスグラントに出会い、その後、同団体
に転職。プロボノの普及に尽力している。 

-加形 拓也-  
特定非営利法人 a-con 代表 
CSO ラーニング制度のインターン活動出身。現在は大
手広告会社に勤務、マーケティングを担当する。就職
後、同プログラムのメンバー有志で社会貢献に関する
勉強会を立ち上げたことがきっかけで a-con が誕生。 
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仕事と連動もできる活動というと、まだまだ機会が少

ない印象です。 

司会：導入する会社の意図やメリットってなんでしょう。 

岡本：もちろん一番は社会貢献活動ですが、企業って大きけ

れば大きいほど横のつながりがなかったりするんです

よね。そこに、仕事外に同じ目的を持ったプロボノ活

動を取り入れることで、一体感を創出できるということ

もあると思います。また、NPO や社会起業家のパッシ

ョンに触れてイノベーションマインドを呼び起こしたり視

野の広がりのきっかけにして欲しいといった期待。少な

いリソースでも全部自分たちでやっていくんだ！という

支援先の心根に触れることで、刺激を受けてほしいと

いう狙いもあると思います。そして、参加した結果、逆

に社内の潤沢なリソースに気づいて自分の会社の良

さを知ったり、今までとは違う可能性を探るモチベー

ションにつながったりというフィードバックがあるようです 

 

■プロボノ×学生  社会で活きる人間性を磨く         

司会：ちなみに、やはりプロボノって言うと社会人のイメージで

すが、学生との関わりはありますか？ 

加形：ウチは大学生がプロジェクトに大体 1 人は入ってますよ。

支援先の NPO で出会うこともあるんですが、広報など

自分のスキルアップのためにという人が多いですね。 

司会：ほかにも学べそうなこともたくさんありますよね。 

加形：そうですね。プロボノは確かに自分の専門性を入り口に

するものではありますが、ビジネス全体の仕事の進め

方を NPO とか自治会とかに導入することでもあるんで

すよ。それって、実はどこの会社に勤めてもあまり変わ

らない基本的なことなので、それを学生が学べるメリ

ットはありますね。メールのやりとりとか、タスクの分担

の仕方とかは、意外とできないものですから。なので、

専門性の有無というのが、プロジェクト成功の条件で

はないですね。 

岡本：一番大切なのは「人間性」というのか… 

加形：そうですよね。一番大切なのは人間性。仕事をやりき

るとか、コミュニケーションがちゃんととれるとか。 

岡本：真摯に課題に向き合うとか、解決するために成果を出

したいとか、そういう心根がベースになっていると思い

ます。 

 

■プロボノ×NPO  効率的な課題解決のパートナー      

司会：クライアントである、NPO や非営利セクターとのやり取り

で感じることってありますか？  

加形：割と今、みなさん流行り言葉に流されがちなんですよ

ね。SNS とか、クラウドファンディングとか。 

でも本当の課題は、自主財源を増やすとか地域との

つながりを深くするとか、そういう結論になることがある

んですよね。僕たちはそこを、コミュニケーションの専

門家を交えて結構丁寧にやるんです。そこだけでも、

ご満足いただけています。 

岡本：助っ人の登場で「なんでも解決してくれるんだよね」と

要求が勢いづいてしまうケースもありますが、大事な

のは範囲をきちんと区切って、プロボノが去った後でも

自分たちで運営、運用できる成果を短期決戦で一緒

に作る心構えかと。 

加形：NPO のリソースも限られていることが多いと思いますし、

プロボノのサポートも一時的ですので、その少ないリソー

スをどこに投入することが課題解決に効果的かを一緒

に考えます。 

司会：それが「かしこいプロボノの使い方」ですね。 

岡本：そうですね。それが一番成果が上がります。 

 

■あなたにとって、「プロボノ」とは？              

加形：「プロボノで未来がみえる」 

企業というのはやはり儲からないことはしないし、自治体

は公平じゃないと手が出せません。その中で、NPO とい

うのは、「これって未来のために必要なことだよね？」と

いう感じで首を突っ込んでる集団、と僕は思っています。

そこに、自分も首を突っ込める、ありがたい機会がプロ

ボノだと思っています。なぜなら、その突っ込んだ世界

にこそ、社会がどうなっていくのか、自分のスキルはな

んなのか、それがどう社会貢献につながるか、など、

「未来」があるからです。 

岡本：「人生をさらに充実させる大人の社会科見学」 

プロボノワーカーのひとりが仰っていたことなんですが、こ

れは支援する側にもされる側にも当てはまることだと思

います。ワーカーにとっては加形さんのお話しの通りで

すし、NPO 側からすると、普段触れないビジネスセクタ

ーの視点や考え方に触れる、取り入れるという意味で。

市民社会を作っているのは、同じ「人」のはずなのに、ど

うしても、「セクター」という壁が出来てしまう。その分断

されている部分を越えて総じて社会に起きていることを

見ることができる、「大人の社会科見学」だと思う。そし

てプロボノに取り組むと絶対に人生はさらに充実する。

自分の成長、社会貢献、生涯にわたる仲間作り。一度

で二度？いや、三度おいしい、プロボノです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■編集後記                                
今回は、まだまだ社会に浸透していない、「プロボノ」という社会貢献
の方法について取り上げました。 
ボランティアというとどうしても、お金も時間も余裕がある人が余暇で
行うこと、という認識があるかもしれませんが、本質的には、社会の
課題に対してできることをすることですよね。お二人の対談の中でも
たびたび「社会の課題」「社会貢献」という言葉が出てきました。社
会の一部として、「“社会人”をちゃんとやろうよ！」というメッセージ
を、プロボノという活動を通してより多くの“社会人”に発信していけた
ら、と思いました。 

>>>プロボノに参加したい！ 
>>>プロボノに支援を依頼したい！ という人は下記ページを。  

特定非営利活動法人 
NPO コミュニケーション支援(a-con)・・・・・・P．40 
特定非営利活動法人 
サービスグラント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．40 

5



A.アウトドア派 

B インドア派 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A.坂本竜馬  

B.地域で頑張るシニア 

 

A.ハリウッド俳優の通訳 

B.ベンチャーの凄腕経営者 

C.スクープお任せ！新聞記者 

A.カヌーでリバークルーズ 

B.ゴムボートで激流下り 

 

A.変わった面白い人生 

B.平凡な暮らしがしたい。 

あなたにぴったりの活動が見つかる、環ボラ占い 

A.チェーン店でも、とにかく近所に
行く。 

B.雰囲気・味のためなら、遠くて
も行く。 

 
 

 

 

A.クラシック音楽や伝統芸能 

B.ポップミュージックや 

現代アート 

 

A.産地直送のお野菜セット 

B.ひのきの香りたっぷり快眠枕 

  

 

診断結果は次ページ ⇒ 

A.ノーベル賞を受賞し、 

難病の患者さんに道を開いた 

山中教授 

B.盲目のヘレンケラーを献身的に 

育てたサリバン先生 
C.無農薬、無肥料で“奇跡のリン

ゴ”を作った木村さん 

私はどちらかというと 体験するなら？ 

すごいなぁと思うの

は誰？ 

憧れるのはどっち？ 
好きな芸術のジャンルは？ 

休日にコーヒーが飲みたく
なった。あなたなら？ 

尊敬するのはどっち？ 

なれるなら何になりた
い？ 

もらうならどっちが嬉し
い？ 
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タイプ①のあなた 
心の奥に熱いモノを秘めているあなた。国内外に影響力のある国際 NGO や全国展開している団体を裏方でサポート

する事務局ボランティアから始めてみませんか。 

 

タイプ②のあなた 

ボランティアをやってみたいけど、ちょっと自信がないあなた。環境ボランティアは都会でも室内でもできることはありま

す。まずは、地域で活動する NPO の事務局ボランティアで簡単なお手伝いをしてみませんか。 

 

タイプ③のあなた 
好奇心旺盛で、ちょっとミーハーなあなた。国際感覚にも優れていますので、得意の外国語力を活かして、グローバ

ルに活動する団体で翻訳ボランティアにトライしてみてはいかがでしょうか。 

タイプ④のあなた 
人から指示されるより、自分から行動していきたいあなた。今まで培ってきたアイデア力や実行力を活かしながら、団

体のブレーンとして企画・事業運営に関わってみませんか。プロボノワーカーへの登録もお勧めです。 

タイプ⑤のあなた 
美的・ファッションセンス抜群なあなた。また、人やモノを見る目や文章能力もありますので、広報や取材ボランティア

として社会に情報発信してみませんか。 

タイプ⑥のあなた 
思いや考えを人に伝えることはちょっと苦手。だけど誠実で人からの信頼も厚いあなたは、地道に取り組む調査活動

ボランティアはいかがでしょうか。 

タイプ⑦のあなた 
人が好き、特に子どもが好きなあなたは、環境教育プログラムや自然体験キャンプなど、子ども向けのイベント補助ボ

ランティアがおススメです。 

タイプ⑧のあなた 
根が真面目、責任感の強いあなたは、“続けられないと悪いなぁ…”と思って、ボランティア活動にためらいが。単発で

参加できるイベントや観察会、クリーンアップ活動などに気軽に参加してみませんか。 

タイプ⑨のあなた 
楽しいことが大好きなあなたはいつもポジティブで周囲の人を明るくします。行動力もありますので、主に若者や女性

が率いる団体の保全活動やイベントのボランティアに参加してみてはいかがでしょうか。 

タイプ⑩のあなた 
環境ボランティアに興味はあるけど、山や海は遠いし・・・というあなた。都市周辺の緑地や街中でもできますよ。地域

の緑化・緑地保全活動に参加してみませんか。 

 

タイプ⑪のあなた 
田舎暮らしに憧れるあなた。思い切って、大好きな自然の中で農作業体験のボランティアをしてみませんか？自分で

作るお米や野菜の味は格別です。 

タイプ⑫のあなた 
日本の林業を何とかしたいなぁ…という問題意識を持っているあなた。ズバリ、行動あるのみ！ぜひ、植林・間伐、竹

林整備ボランティアにチャレンジしてください。 

環ボラ占い診断結果 
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１．環境ボランティアの魅力＆特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自然とふれあえる 
 
●自然とのつながりが体

感できる 

●感覚が研ぎ澄まされる 

●自然と対話ができる 

●フィールドに直接触れ

られる 

世代を超えて 

●100 年後を考えた行動 

●次世代の将来・未来につ

ながる 

●持続可能な社会を創る 

暮らしを見つめ直す 
 

●“人間”を考え直す 

●人と自然との関わりや暮

らし方を考える 

●人類共通の課題に対する

アクションを起こす 

 

結果が自分に返って 
くる 
 
●Give and Take 

●自然を守る、育む活動の

達成感を得られる 

●誰もが地球の上で暮らし

ている実感が持てる 

世界規模で地球に 
関わる 
 
●地球市民としてグローバ

ルな問題に取組める 

●世界規模のテーマに接し

て視野が広くなる 

●自分の悩みが小さく思え

る!? 

地元密着で 
コミュニティ再生 

 

●地域との一体感が感じら

れる 

●地域活性化の担い手に 

●いろんな仲間ができる 

●たくさんの笑顔に出会え

る 

フラットな付き合い 

●自然の中ではみんな平等 

●年齢・性別・職業・出身

地を超えて、いろいろな

人と知りあえる 

癒しと達成感 

●ストレス解消 

●自然の中で心の洗濯 

●運動不足解消！ 

●ビールが美味い！ 

誰でも参加できる 

●一人でも、友達とでも参

加 OK 

●自分に合ったテーマで活

動できる 

●専門知識がなくても大丈

夫 

○ 地球の環境問題という大きな課題に向き合う貴重な機会。会社や学校では手に入らない知識

や、これからの時代を生きるために必要なスキルや思考を身に着けられます。 

○ 活動に参加することで、環境問題を他人ごとではなく、自分のこととして考えられるようにな

ります。行動や意識が変わり、人生が充実。Think Globally, Act Locally! 

○ 天候など状況が変化する。当日にプログラムが変更になることもあります。 

○ 安全面、リスクマネジメント面での配慮が必要。 
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２．どんな“環境課題”を扱っているの？ ～活動分野～ 

 

環境NPOは大小合わせて、全国で約15,000もの団体があると言われています。 

一言に環境団体と言っても、取り組み分野は様々です。 

また、実際に現場を持って活動している団体もあれば、調査・研究、政策提言を  

主にするシンクタンクのような団体、情報発信や環境に関する普及啓発を行う団

体など、活動スタイルも様々です。まずは自分の興味ある分野を見つけてみましょう。 

  

生物多様性 

～森林を守る～ 

世界では 20 世紀最後の 10 年間に 9,400 万 ha もの森林が失われ、国際会議の場で途上国の森林減少抑制

を議論する機会も増えています。国内の森林も、手入れが行き届かず、荒廃しています。森林は野生鳥獣の生

息の場であると同時に、渇水や洪水の緩和、水源かん養機能、二酸化炭素の吸収による地球温暖化の防止な

ど、私たち人間が生きていくためにも重要な役割を果たしているため、森林保全はとても重要な課題です。 

 

～水辺の環境を守る～ 

周囲を 4 つの海に囲まれた日本は豊かな海に恵まれ、山の多い地形と湿潤な気候はいくつもの河川を生み、私

たちの生活を潤しています。ところが、陸に住む私たちは、暮らしや命そのものに欠かせないこの水の循環を、あ

まり意識することなく生活しています。もっと水辺に親しむ機会を増やしてみませんか。 

 

～身近な自然を守る～ 

どこか遠くまで出かけないと本物の自然が味わえない、そんな風に思っていませんか？よく見渡すと、意外なこと

に、大都市の近くにも豊かな里山があり、都会の真ん中にさえ小さな自然がしっかりと息づいているものです。毎

日の暮らしを彩る身近な自然だからこそ、自分たちの手でしっかり守っていきたいですね。 

 

～野生生物を守る～ 

絶滅の恐れのある野生生物種の数は、16,000 種以上にも上ります。主な原因は乱獲や生息地の破壊。世界で

も有数の野生生物の消費国である日本は、国内でも昔ながらの農業の衰退や、開発に伴う生態系の変化により、

野生動植物の生息地を脅かしています。野生生物と共に生きていける世界を残せるかどうかは、私たちの行動

次第です。 

 

 

温暖化防止 

東日本大震災以降、化石燃料への依存が高まっていることから、更なる省エネでエネルギー消費全体を削減

することや、化石燃料に依存しない自然エネルギーを推進していく事が急務です。自然エネルギーは供給が不

安定といった面もありましたが、業務用・家庭用の大型バッテリーの開発も進み、こうした課題を払拭しつつありま

す。また化石燃料を使用しない薪ストーブの導入など、様々な形で化石燃料の使用を削減する知恵がありま

す。 
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   ゴミ・3Ｒ（清掃・クリーンアップ） 

街中に落ちているゴミから有害廃棄物まで、国境を超えるクリーンアップの対象は多岐にわたります。私たちの

経済活動と表裏一体のゴミ問題は、時に誤って飲み込んだ野生生物の命を危険にさらし、生態系への深刻な

影響を与えることさえあるのです。ゴミ・リサイクル問題に取り組むことは、人間社会と自然環境の関係を見直す

きっかけになるかもしれません。 

環境教育・ESD 

アメリカの生物学者、レイチェル・カーソンは著書『センス・オブ・ワンダー』の中でこう言います。「『知る』ことは、

『感じる』ことの半分も重要ではない」と。とかく知識偏重になりがちな今、「センス・オブ・ワンダー」つまり、神秘さ

や不思議さに目を見張る感受性を身につけること、これこそが環境教育の目指すところかもしれません。また、

近年は環境問題の解決とともに持続可能な社会の形成が求められ、環境に配慮した経済成長を目指す、持

続可能な開発のための教育（ESD）の必要性が高まっています。ESD は社会の課題と自らの暮らしを結びつけ、

新たな価値観や行動を生み出す学習や活動です。 

自然災害復興 

3.11 東日本大震災直後、多くのボランティアさんが被災地に足を運んできました。しかし、発生から時間が経

つにつれ、徐々に人々の関心が薄れていると言われています。今後も引き続き、多様で木目細かな支援を行

っていく必要があるのではないでしょうか。その際、個人で被災地に足を運ぶよりも、被災地の状況を把握し、

現地とのネットワークがある団体のボランティア活動に参加すれば、より効果的な支援に貢献することができま

す。 

国際環境協力・海外ボランティア 

地球温暖化、海洋環境の劣化、砂漠化など、地球規模で起こる環境問題に国境はありません。ほんの少しの勇

気を出して、海外の活動にも挑戦してみませんか？ 海外ボランティアの醍醐味は活動を通じて世界が広がり、新し

い価値観を発見すること。志を同じくする世界中からの仲間に出会えます。まずは、自分の好きな国や興味・関心

のあるテーマで活動している団体を探してみましょう。 

 

プロボノ 

デザイナーなどの特殊技能を持つ人が、社会活動の支援する活動もありますが、プロジェクトの進行管理など、

一般的な社会スキルも求められています。詳しくはこの後の特集ページをご覧ください。 

 

環境問題全般、政策アドボカシー、情報発信 

里山や農村など、現場を持つ団体ばかりが環境 NPO ではありません。気候変動や生物多様性といった地球環

境問題の国際交渉をフォローするなど、国内外の環境政策に関する調査や研究を行ったり、環境関連のイベ

ントやワークショップを企画・運営したり、あるいは様々な環境関連の情報やニュースを広く発信するなど、ボラ

ンティア自身が学びながら、知識を身に着けることができる活動も沢山あります。  
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３．自分にはどんなボランティアが向いている？ ～ボランティアの種類～ 

 

Ⅰ. NPO の活動に直接、関わってみよう。 

自然の中での活動はもちろん、単発のイベントのお手伝いや、事務局スタッフとして、 

あるいはパソコンを使って在宅のままでもボランティア活動に参加することができます。 

ご自身の好みや都合に合わせて、いろいろな形で NPO の活動を支えてみませんか。 

 

① 体を動かしたい 

地域の緑化活動、ゴミ拾い、国内外での植林、除伐・間伐作業、離島や山村での農業ボランティア、 
震災復興ボランティアなど。 

 

② 子どもが好き 

子ども向けキャンプやイベントのサポート。 

③ 事務局で働きたい 

  ニュースレター発送、データ入力・整理、事務所の備品管理など。 

④ 自宅から活動を支えたい 

  テープ起こし、翻訳、web 作業など。 

⑤ 単発で参加したい 

イベント、セミナーの手伝い（グッズ販売、受け付け、会場案内、写真撮影など） 

⑥ 研究や調査を手伝いたい 

研究・調査の補助業務（データや資料の作成など） 

 

Ⅱ. 専門的な知識を生かしてみよう ～プロボノって何？～ 

プロボノとは職業的スキルや経験を活かして社会貢献するボランティア活動のことですが、近年、企業の社会貢

献活動に対する関心の高まりとともに、ビジネススキルを社会に活かそうという社会人増えています。専門的なスキ

ルというと、広報・Web デザイン、法務サポートなどが思い起こされますが、プロジェクト管理や営業など、社会人経

験のある方でしたら、十分にプロボノとして活動することが可能です。 

なお、（特活）a-con や（特活）サービスグラント（P.40 参照）など、プロボノのコーディネートを行う団体もありますの

で、プロボノは初めてという社会人の方は利用してみてはいかがでしょうか。 

 

Ⅲ. 生活の中にボランティアを取り込んでみよう 

体力に自信がない、子育て真っ最中で時間がない、いきなり活動に参加するのは不安があるなど、環境ボランテ

ィアの活動に興味はあるけど、なかなか行動に移せない…という人は、間接的に NPO を支援してみませんか。 

日々の暮らしや趣味に絡めて、様々な方法で環境問題の解決へ向けた行動を起こすことができます。 

例えば・・・① 寄付機能つきクレジットカードなどを使って買い物をする。 

② 企業の会員カードのポイントを団体に寄付する。 

③ NPO のオリジナルグッズ、書籍などを買う。 

④ SNS などで NPO のイベントなどをシェアする。 

⑤ NPO 主催のイベントやスタディツアーに参加する。 

⑥ 古切手、書き損じハガキ、を寄付する。 
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４．ボランティアに求められるものは何？  ～ボランティアの資質～ 

 

前頁まで、環境 NPO の取り組み分野やどんなボランティアがあるかを見てきましたが、では、環境ボランティアを

受け入れる団体はどのような人を求めているのでしょうか。関東エリア(1都9県)で活動する環境ボランティア団体に

アンケートをとった結果（回答数 26）を見ながらお答えしていきます。 

 

質問１． どのようなボランティアさんに、好感   が持てますか？  

第１位  

積極性、主体性がある    18 件 

“自主的、積極的に先を読んで行動できる” 

“向上心がある、社会を変えようと主体的に動ける”など。 

第 2 位  

協調性がある            5 件 

“協力的で、団体の立場や事情を理解している” 

“他のボランティアと協調・協力できる”など。 

第 3 位  

コミュニケーション能力が高い   4 件 

“人とのコミュニケーションを積極的に行い、明るい雰囲気を創って

くれる”など。 

※その他、素直、真面目である、継続性がある、ユーモア、明るいなどの意見もあり。 

 

質問 2.  どのようなボランティアさんが、 困ります    か？  

第１位  

協調性を欠く、自分勝手    8 件 

“自分勝手な行動をとる”“指図ばかりする” 

“独走してしまう”など。 

第 2 位  

時間、約束にルーズ       8 件 

“時間を守らない” 

“約束を守らない”など。 

第 3 位  

やる気がない、消極的        7 件 

“グループ行動の流れで参加してくる” 

“指示を待っている”など。 

※その他、理屈っぽく動かない、連絡がつかないなどの意見もあり。 

 

質問１．好感の持てるボランティアさんの要素については圧倒的に“積極性”、“主体性”を挙げる声が多くありまし

た。ボランティアは本来、自主的な活動であり、当然と言えば当然ですが、質問 2（困ったボランティアさんの特徴）

の回答を見るように、やる気がなく、消極的な人も少なくないようです。ただ、“積極性”や“主体性”が重要な要素だ

とする声が多い一方で、一生懸命になりすぎるあまり、周囲が見えなくなり自分勝手な行動に走ってしまう場合もあ

るようです。同じく質問 2 の回答の理由として、“協調性のなさ”や“自分勝手”を多く挙げられていることからもそれが

よく分かります。 

また人によっては、ボランティア活動に興味はあるけれど、積極的に人前に出ることや人付き合いが苦手という方

もいらっしゃるかもしれません。しかしながら、真面目さやマナーを守れるといった一般常識的な部分こそ大切な素

養ですので、自信を持って、最初の一歩を踏み出してみましょう。 

本誌に掲載されている団体は、本誌掲載基準（P.16 参照）にコミットした安心して活動できる団体です。まずは、

社会的ミッションや活動に共感できる団体を見つけて、自分のやってみたい気持ちを大切にしながら、活動を楽しむ

余力の範囲内で継続的に活動することが大切です。  
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５．ボランティアをやってみようと思ったら・・・ 5 つのルール 

 

前頁の“ボランティアに求められているもの”を踏まえて、ボランティアに参加する際に知っておきたい約束事を 

以下、５つのルールにまとめてみました。  

 

１）自主的に活動しよう － 好きなことを大事に 

活動に参加することを決めるのは自分自身。“無理せず楽しく！”をモットーに。できないこと、無理

なことは、始める前に NPO の方に伝えましょう。 

 

２）相手を尊重しよう 

一人ではできないことも、仲間と協力しあうことによって実現できるのがボランティアの良い点。 

活動の中で出会う人たちに対して、相手の意見や考えを尊重できれば、自分の成長にもつながります。 

 

３） 団体にコンタクトするときに気をつけたいこと 

団体に資料請求や質問する際のコンタクトの方法ですが、通常、どの団体も忙しく、少ないマンパワーで運営して

いる場合が多いため、できるだけホームページ上のお問い合わせフォームや e-mail で連絡するのがグッド。電話を

する場合には、的確に素早く目的が伝わるように、聞きたいことは事前に整理しておきましょう。また、NPO・市民団

体の事務所は個人宅の場合もありますので、深夜や早朝は避けるなど、常識的な対応をしたいものです。 

 

４） 事務所を訪問する際のマナー 

訪問は、事前に連絡をして団体側が了承した場合に限って行うなど、不用意な事務所訪

問は避けしましょう。訪問する場合は約束時間を厳守。なお、時期によっては時間が取れな

いケースもあります。また、一方的に話したいことだけを話しているようではいい関係は築けま

せん。用件は簡潔に伝えて。 

 

５）約束は責任を持とう。 

ボランティアさんを受け入れるには、NPO としても活動してもらうための準備をしています。約束したら、ボランティ

アといえども、責任がありますので、土壇場のキャンセルは厳禁。一般的なマナーは必ず守りましょう。 

 

ボランティア保険を知っていますか？ 

ボランティア活動中に、事故が起きる場合もあります。本誌に掲載の団体は、

ボランティアのリスク管理についても配慮がなされていますが、参加の際は自分で

も確認するようにしましょう。また、ボランティア保険は個人でも加入することが出

来ます。毎年４月更新で、１年間有効、掛け金も年間 300 円～1,400 円と、手頃なものです。加入

は各地の社会福祉協議会の窓口等で可能ですので、ボランティア活動をする際には

加入されることをお勧めします。 

ただし、ボランティア保険は、森林作業などのリスクの高い活動については対象外

となりますので、別途「グリーンボランティア保険」など、活動内容に適した保険に加

入しましょう。 
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G E O C／ E P O  
ジ  オ  ッ  ク        エ  ポ        

継続的に環境情報を欲しい方は、メールマガジンをご登
録ください。環境関連のイベントやセミナー、求人・ボラン
ティア情報等も盛りだくさんです。 
・毎月第3木曜日発行（+臨時号あり） 
・購読→ http://www.geoc.jp/information/mail/form 

■ メールマガジン 

約60名収容のセミナースペースです。環境に関連したイ
ベントやミーティングに無料でお使いいただけます。セミ
ナーが入っていない時間帯は、ミーティングや作業ス
ペースとして自由にご利用いただけます。 
・3か月前の1日からwebで予約できます。 
・パソコン・プロジェクター等の会議備品や無線LANもあ  
 ります。 

■ セミナースペース・フリースペース 

GEOC/EPOのスタッフが笑顔でみなさまをおまちしていま
す。環境パートナーシップ、政策、CSR、NPOなどについて
や、お探しの情報について、専門家がみなさまの相談に
お応えします。電話やメールでもお気軽にお問合せ下さ
い。視察や見学、環境教育講座などのご相談もお気軽に。 

■情報提供・相談 

環境NGO/NPO情報、イベント情報、企業のCSR報告書、
パートナーシップ事例、環境教育事例など、国内最大級
の情報量。開館時間内は自由にご覧いただけます。 

■ライブラリ－・情報 スペース 

約10名収容のミーティングスペースです。セミナース
ペース同様、無料でお使いいただけます。 
・3か月前の1日からwebで予約できます。 

■ミーティングスペース 

活用ガイド 
地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）および環境パートナーシップオフィス（EPO）では、パートナーシッ
プによる環境保全活動および環境教育を促進するため、施設を一般公開し、さまざまな展示やイベントを
通じて、情報発信を行っています。 
また、環境NPO・NGOの活動を支援するため、セミナースペースやミーティングスペースの無料貸出のほ
か、チラシ配布・WEBやメールマガジンによる広報活動支援サービスを実施しています。 

■地球環境パートナーシッププラザ 
（GEOC） 
〒150-0001  
東京都渋谷区神宮前5-53-70 国連大学ビル1F 
TEL：03-3407-8107／FAX：03-3407-8164 
開館時間：10:00～18:00（土曜日は17:00まで） 
※セミナーの予約がある日は21：00迄開館可。 
休館日：日曜、月曜、祝日、年末年始 
 

■関東地方環境パートナーシップオフィス 
（関東EPO） 
〒150-0001  
東京都渋谷区神宮前5-53-67 コスモス青山B1F 
TEL：03-3406-5180／FAX：03-3406-5064 
開館時間：10:00～18:00 
休館日：土曜、日曜、祝日、年末年始  
 
 
 
 
 

 

   
     

  

6．GEOC/EPOについて 
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7．関東ブロック内 NGO/NPO 環境ボランティア募集情報 
 

            
※次ページから掲載の NGO/NPO 環境ボランティア募集情報は関東ブロック 1 都 9 県内 

（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、神奈川、東京、新潟、山梨、静岡）に拠点を置く団体が 

発信しています。 

※ボランティア募集情報は、その内容に合わせてテーマ別に分類化しています。このため、本情報が必

ずしも、団体の主たる活動とは限りません。 

※募集情報は２０１５年５月 1 日現在の情報を基に作成しています。 

※団体のお問合せ先の所在地は、必ずしも活動地域とは限りません。 
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環境ボランティアなび 2015 に掲載している団体について 

 

環境ボランティアなび 2015 に掲載している団体は全て、「環境らしんばん」（最下段参照）に登録があり、下記基

準を満たしている団体ですので、安心して活動に参加することができます。 

 

１．リスク管理 

□ 野外活動を行う際、活動参加者に対しボランティア保険などに加入しています 

□ 野外活動を行う際、緊急時の連絡手段及び連絡先を確保しています 

□ 地震、悪天候等の自然災害や犯罪などに関するリスク管理を行っています 

□ ボランティアと契約または同意を交わしています 

□ 個人情報の保護についての管理がなされています 

 

２．モチベーション管理 

□ ボランティアの「やりたい気持ち」の実現に寄与するよう努めています 

□ ボランティアに、団体のミッションやプログラムの意義を説明しています 

□ ボランティアに感謝を述べています 

 

３．マネジメント 

□ 経営者（理事や事務局長）及び組織全体として、ボランティア受入れについて合意がなされています 

□ ボランティア受入れの担当が明確になっています 

□ ボランティアを受入れるにあたっての規定（ルール）が明確になっています 

 

４．団体について 

□ 当団体は、特定の政党・宗教とは関係がありません 

 ※ある場合は明記し、母体との関係性やプログラムへの関与度合いを説明 

 

 

 
       

『環境らしんばん』は日本最大の環境 NPO・イベント等の 

データベースで、約 1075 団体・企業の情報が掲載されて 

います。 

http://www.geoc.jp/rashinban/ 

 

・情報収集だけでなく、団体情報を無料で発信することが 

できます。 

・NPO だけでなく企業の環境の取り組みも登録できます。 

・登録無料。 

 

『環境らしんばん』に関するお問い合わせ先 

地球環境パートナーシッププラザ e-mail：rashinban@geoc.jp 

 

環境らしんばん（ウェブ）を使ってボランティア情報を探そう！ 

 

16

http://www.geoc.jp/rashinban/


 

01

 

02

17



 

03

 

04

18



 

� �

 

06

19



 

07

08

20



   
 

 

09

 

 

10

21



 

11

 

12

22



 

13

 

14

23



 

15

 

16

24



 

17

18

25



19

20

26



2�

22

27



 

23

 

24

28



25

26

29



 

27

28

30



  

 

2�

 

 

 

� �

 

31



  

 

 

� �

 

 

 

32

32



 

33

34

33



 

 

3�

 

36

34



 

37

 

38

 

35



 

 

39

 

 

40

 

36



 

41

 

  

 

42

37



43

  

 

44

 

38



  
 

 

 

45

  

 

46

 

39



   
 

 

47

 

   
 

 

48

 

40



49

  

 

50

 

41



  
 

 

51

 

42



 

 

 

 

 

 

 

 
 

8．関東各県にある主な NPO 中間支援組織の紹介 

 

            
※次ページから掲載の NPO 中間支援組織は関東ブロック 1 都 9 県内（茨城、栃木、 

群馬、埼玉、千葉、神奈川、東京、新潟、山梨、静岡）に拠点を置いています。 

※各拠点の機能は様々ですが、会議室の貸し出しや備品のレンタル、ボランティアや NPO の情報収集

や相談等に対応しています。 

※掲載情報は 2015 年５月 1 日現在の情報を基に作成しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

自分の家の近くでボランティア 
の相談ができたり、NPO 情報が 
もらえるところはないのかな？ 

もちろん、あなたの
お住まいの地域に
もありますよ。 
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施設名称 茨城 NPO センター・コモンズ 設立 1998 年 

運営団体 (認定特活)茨城 NPO センター・コモンズ 

住所 〒310-0022 茨城県水戸市梅香 2-1-39 
茨城県労働福祉会館 2 階 

電話番号 029-300-4321 FAX 029-300-4320 

利用時間 平日 9:00～17:00 

休館日 土日祝日は基本的に休み。※休日に御用の方は事前にご連絡下さい。 

施設概要 コモンズが相談対応する場所はありますが、個人、団体が自由に利用する施設・スペースはありませ

ん。同じフロアに他の団体が運営する市民活動スペースがありますので、ぜひご利用下さい。 

URL http://www.npocommons.org/  

e-mail info@npocommons.org  

一言メッセージ 環境ボランティアなど様々な市民活動に関心がある方のご相談に対応します。団体やイベントなどの情

報提供、ボランティア、インターン希望者と団体をマッチングしたり、ご自分で団体を設立したい方のご相

談にも対応します。 

 

施設名称 とちぎボランティア NPO センターぽ・ぽ・ら 設立 2003 年 

運営団体 とちぎ協働デザインリーグ 

住所 〒 320-0032 栃木県宇都宮市昭和 2-2-7 

電話番号 028-623-3455  FAX 028-623-3465 

利用時間 9:30～18：00（土曜・日曜は 17 時まで） 

休館日 月曜日、祝日、年末年始 ※臨時休館あり 

施設概要 作業室、打合せ室、ロッカー、パソコンコーナー、展示コーナー、図書資料コーナー、交流広場、 

法人申請相談コーナー、研修室、多目的ルーム 

URL https://tochigi-vnpo.net/  

e-mail popola@tochigi-vnpo.net  

一言メッセージ 一般の方、ボランティア、NPO、企業、行政、様々な主体をつなぐ役目をして、とちぎの元気に貢献して

います！ 皆さんからの相談をお待ちしています！ 

 

施設名称 宇都宮市まちづくりセンター「まちぴあ」 設立 2012 年 

運営団体 (特活)宇都宮まちづくり市民工房 

住所 〒321-0954 栃木県宇都宮市元今泉５丁目９－７ 

電話番号 028-661-2778 FAX 028-689-2731 

利用時間 9:00～21:30（日曜・祝日は１７時まで） 

休館日 年末年始 （12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）臨時休館 （施設点検等） 

施設概要 まちづくり活動を行う方を対象に，ミーティングルームや研修室，コピー機・印刷機などをご用意していま

す。また，市民活動団体向けにロッカー・メールボックスの貸出しや事務スペースとして利用できる貸し

オフィスのサービスも行っています。 

URL http://www.u-machipia.org/  

e-mail info@u-machipia.org  

一言メッセージ 宇都宮市の地域に根ざしたセンターです。NPO・地域・企業など宇都宮のまちづくりに関わる人、関わり

たい人の“接着剤”になる「まちぴあ」です。 

 

■栃木県 

■茨城県 

■栃木県 
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施設名称 NPO・ボランティアサロンぐんま 設立 1998 年 

運営団体 群馬 NPO 協議会 

住所 〒371-8570 群馬県前橋市大手町 1-1-1 県庁昭和庁舎 1 階 

電話番号 027-243-5118 FAX 027-210-6217 

利用時間 平日 10:00～20:00 日曜 11:00～16:00（2016 年 1/31 まで） 

休館日 年末年始、施設点検日 

施設概要 交流コーナー、インターネット・PC コーナー、作業スペース 

URL http://nposalon.kazelog.jp    http://www.npo.pref.gunma.jp/   

e-mail gunma-nposalon1@kl.wind.ne.jp  

一言メッセージ NPO 法人会計基準、認定 NPO 法人制度改革、NPO 法改正など NPOをとりまく環境が変化しています。

スタッフスキルアップ講座等で、変化に対応した支援を目指します。 

 

 

施設名称 さいたま市市民活動サポートセンター 設立 2007 年 

運営団体 (認定特活) さいたま NPO センター 

住所 〒330-0055 さいたま市浦和区東高砂町 11-1 コムナーレ 9 階 

電話番号 048-813-6400   FAX 048-887-0161 

利用時間 9:00～21:30 

休館日 年末年始 

施設概要 全フロア 250 席が、市民活動の打ち合わせ、会議に使えるフリースペース 

です。毎日約 1400 人が来訪しています。パソコンから出力できるモノクロやカラー印刷機、横断幕、帳合機、断裁

機など充実した印刷作業室を持っています。市民活動相談も面談で丁寧に行っています。 

URL http://www.saitamacity-support.jp/  

e-mail office@mail.saitamacity-support.jp 

一言メッセージ 全フロア 250 席が、市民活動の打ち合わせ、会議に使えるフリースペースです。モノクロ、カラー印刷機、横

断幕、帳合機、断裁機等、充実した印刷施設がある他、市民活動相談も面談で丁寧に行っています。 

 

施設名称 埼玉県地球温暖化防止活動推進センター 設立 10 年 

運営団体 （認定特活）環境ネットワーク埼玉 

住所 〒330-0074 

埼玉県さいたま市浦和区北浦和 5-6-5 埼玉県浦和合同庁舎 3 階 

電話番号 048-749-1217 FAX 048-749-1218 

利用時間 平日 9:00～17:00 

休館日 土曜、日曜、祝日 

施設概要 環境保全に係るチラシ・パンフレットの提供、温暖化防止啓発用の展示パネルやDVD、機材等の貸出、

環境保全に係る相談対応、他 

URL http://www.kannet-sai.org/index.html 

e-mail info@kannet-sai.org  

一言メッセージ 行政や事業者、一般の方どなたでもご活用いただけます。特に、貸出ツールはイベントの際に良くご利

用いただいています。環境団体とのネットワークがあるので、これから環境の活動やボランティアを始め

たいという方へ団体を紹介いたします。お立ち寄りの際は、事前にご連絡をいただけるとスムーズです。 

■群馬県 

■埼玉県 

■埼玉県 
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施設名称 ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 設立 2000 年  

運営団体 （特活）ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 

住所 〒261-0011  千葉県千葉市美浜区真砂 5 丁目 21-12  

電話番号 043-303-1688 FAX 043-303-1689 

利用時間 平日 9:00～18:00 

休館日 土日祝日 ※土日はイベント等の実施を行っていることが多い。 

施設概要 

（主な事業） 

相談対応（電話・出張相談）、講座開催、情報発信支援、東日本大震災広域避難者支援事業、多世
代交流拠点「おおなみ こなみ」運営事業、四街道市みんなで地域づくりセンター受託運営 
※個人、団体が利用する施設・スペースとして「おおなみ こなみ」（千葉市花見川区）を運営 

URL http://www.npoclub.com  

e-mail npo-club@par.odn.ne.jp  

一言メッセージ 地域の「困りごとを自分たちで解決したい」「魅力を活かしたい」…ボランティア活動、NPO の立ち上げな

どのご相談や企業の社会貢献活動に関してのご相談、様々なご相談に対応します。 

 

施設名称 NPO 支援センターちば 設立 2002 年 

運営団体 特定非営利活動法人 NPO 支援センターちば 

住所 〒277-0871 千葉県柏市若柴 227-6 柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ 147 街区 
コモン A 棟 

電話番号 04-7135-8101 FAX 04-7135-8102 

利用時間 原則として 9:30～21:00 

休館日 年末年始  休日については応相談 

施設概要 作業や打合せ、セミナー等で使える多目的室（２室）、飲食可 

貸出備品：ノート PC、プリンター、プロジェクター、スクリーン、無線 LAN。ミニキッチン 

URL http://www.npo-scc.org/  

e-mail mail@npo-scc.org  

一言メッセージ 市民活動やコミュニティビジネスを応援する中間支援 NPO で、柏の葉キャンパスを現場とするまちづくり

サポート事業を展開しています。事務所のある「コレクティブハウス」は、様々な活動やコラボレーション

が生まれ育っていく地域の交流拠点になっています。 

 

施設名称 市民国際プラザ 設立          1999 年 

運営団体 （一財）自治体国際化協会（CLAIR）/ 

（特活）国際協力 NGO センター（JANIC） 

住所 〒102-0083  東京都千代田区麹町 1-7 相互半蔵門ビル 1F 

電話番号 03-5213-1734 FAX 03-5213-1740 

利用時間 平日 9:30～17:30 

休館日 土日祝日 年末年始、※その他、臨時休館日あり 

施設概要 会議スペース・展示スペースの貸出、連携相談対応、 

国際協力・多文化共生に関するライブラリーコーナー 

URL http://www.plaza-clair.jp/  

e-mail international_cooperation@plaza-clair.jp  

一言メッセージ 自治体や国際交流協会と NGO/NPO が行う連携事業に関する相談を受付けています。 

国際協力・多文化共生に関するイベント情報なども提供していますので、ぜひご利用ください。 

■千葉県 

■東京都 

■千葉県 
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施設名称 東京ボランティア・市民活動センター 設立 1981 年 

運営団体 (社福)東京都社会福祉協議会  

住所 〒162-0823  
東京都新宿区神楽河岸（かぐらがし）1-1 セントラルプラザ 10 階 

電話番号 03-3235-1171   FAX 03-3235-0050 

利用時間 火曜～土曜 9:00～21:00 日曜 9:00～17:00   

休館日 月曜・祝日、年末年始 

施設概要 会議室、オープンスペース、印刷機や各種器材の貸し出し、メールボックス 

URL http://www.tvac.or.jp/  

e-mail center@tvac.or.jp  

一言メッセージ 一人ひとりの想いがパワーとなる市民社会を目指します。ボランティアを始めたい人、ボランティアグル

ープやＮＰＯ法人を立ち上げたい人、市民活動と繋がりたい人など誰でもお気軽にご利用下さい。 

 

施設名称 新宿区立環境学習情報センター/区民ギャ
ラリー（エコギャラリー新宿） 

設立 平成 16 年 

運営団体 NPO 法人新宿環境活動ネット 

住所 〒160–0023 新宿区西新宿２－１１－４中央公園内 

電話番号 ０３－３３４８－６２７７ FAX ０３－３３４４－４４３４ 

利用時間 区民ギャラリー10 時～18 時 環境学習情報センター10 時～21 時 

休館日 毎月第四月曜日と年末年始 12 月 29 日～1 月 3 日 

施設概要 新宿中央公園の中にあるエコギャラリー新宿は 1 階が区民ギャラリーで区民の皆様方の文化活動の発
表の場として開設されている。2 階が新宿区立環境学習情報センターとして平成 16 年に開設され、1
階と 2 階を合わせて指定管理者制度が採用され、プロポーザルを経て NPO 法人新宿環境活動ネット
が運営管理をしている。区民、事業者、団体、学校、行政等の協働と連携で運営を行っているのが特
徴である。 

URL http://www.shinjuku-ecocenter.jp/  

e-mail info@shinjuku-ecocenter.jp  

一言メッセージ 大江戸線都庁前駅から徒歩 5 分、都庁おひざ元にある新宿中央公園の中の山吹色の建物がエコギャ
ラリー新宿です。「文化の薫り高き環境都市新宿の実現」をめざし区民の皆様と一緒に活動していま
す。2 階の情報コーナーは予約なしで空いていれば誰でも使用できますので少人数の打ち合わせなど
にお使いください。 

 

施設名称 かながわ県民活動サポートセンター 設立 1996 年 

住所 〒221-0835 神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2 

         かながわ県民センター内 

電話番号 045-312-1121（代） FAX 045-312-4810 

利用時間 9:00～22:00 

休館日 年末年始、施設点検日 

施設概要 打合せスペース、会議室、図書資料コーナー、 
貸出用ロッカー・レターケース、パソコンコーナー、印刷機、裁断機、 
コピー機、アドバイザー相談コーナー、お子さんを遊ばせるスペース 

URL http://www.pref.kanagawa.jp/div/0051/ 

https://www.facebook.com/npokyodo.kanagawa?ref=profile (かにゃおfacebook) 

e-mail 上記ＵＲＬからフォームメール 

一言メッセージ ＮＰＯ・ボランタリー活動を、かにゃおとともに応援するにゃ！ 

■東京都 

いいにゃクリエイター 

かにゃお 

■神奈川県 

■東京都 
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施設名称 新潟県 NPO・地域づくり支援センター 設立 2006 年 4 月 

運営団体 （特活）新潟 NPO 協会、（特活）まちづくり学校 

住所 〒950-0994 新潟市中央区上所 2-2-2 新潟県ﾕﾆｿﾞﾝﾌﾟﾗｻﾞ 1F 

電話番号 025-283-8686   FAX 025-281-0014 

利用時間 9:00～18:00  ※18:00～20:00 は予約制 

休館日 年末年始、日・祝日 ※土曜は予約制 

施設概要 
(主な事業) 

NPO 法人設立・運営相談、情報受発信サービス、講師派遣、イベント企画・運営のコーディネート 
※個人、団体が利用するためのスペース・設備はなし 

URL http://www.nponiigata.jp/  

e-mail info@nponiigata.jp  

一言メッセージ NPO と地域づくりの支援は多くの面で接点があり、トータルで支援できる場が求められています。当センタ

ーは、新潟県全域にネットワークを持ち NPO 支援を行ってきた「新潟 NPO 協会」と、地域づくり支援を行

ってきた「まちづくり学校」が連合体となり運営することで多様化する市民活動を支援しています。 

毎年、県内を巡回する地域づくり講座や地域コーディネーター養成研修等を実施しています。 

 

施設名称 ながおか市民協働センター 設立 2012 年 

運営団体 （特活）市民協働ネットワーク長岡 

住所 〒940-0062 長岡市大手通 1-4-10 アオーレ長岡西棟 3 階 

電話番号 0258-39-2020 FAX 0258-39-2900 

利用時間 8:00～22:00  コーディネータ相談窓口 9:00～18:00 （平日） 

休館日 12 月 29 日～1 月 3 日 

施設概要 打合せ・作業スペース、印刷機、会議室がご利用いただけます（非営利団体のみ）。その他に、ポスタ
ーやチラシの設置や、市民団体が主催するチケットを購入することが出来ます。 

URL http://nkyod.org/     検索 コライト 

e-mail kyodo-c@ao-re.jp  

一言メッセージ 情報発信やネットワークづくりなど市民の前向きな想いをカタチにする市民活動支援を幅広く行っていま

す。助成金やボランティア情報、活動の参考になる図書コーナーなど多彩な情報をご用意してお待ちし

ております。ホームページもぜひご覧ください。 

 

施設名称 山梨県ボランティア・ＮＰＯセンター 設立 1977 年 1 月 

運営団体 （特活）山梨県ボランティア協会 

住所 〒 400-0031 甲府市丸の内 2-35-1 

電話番号 055-224-2941   FAX 055-232-4087 

利用時間 火曜日～金曜日 9：00～21：00、土曜日・日曜日 9：00～17：00 

休館日 毎週月曜日、祝日・月曜日が祝日の場合は翌日振休、年末年始 

施設概要 地上 4 階・地下１階（屋上部分除く） 

学習室、会議室、視聴覚室、NPO ひろば、屋上庭園、ホール、印刷機、ロッカー 

URL http://www.yva.jp/  

e-mail vol01@yva.jp  

一言メッセージ ボランティア・ＮＰＯ活動のご相談など、お気軽にお問い合わせ下さい。 

 

■山梨県 

■新潟県 

■新潟県 
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施設名称 静岡市清水市民活動センター 設立 2006 年 

運営団体 （特活）サポート・しみず 

住所 〒424-0943 静岡市清水区港町 2-1-1 

電話番号 054-340-1010 FAX 054-351-5530 

利用時間 9:00～21:30 （日・祝日は 18:00 まで） 

休館日 年末年始、毎月第 1・3 水曜日 

施設概要 オープンスペース、会議室、情報コーナー、貸ロッカー、貸事務ブース、 

URL http://shimizu-s-center.org/  

e-mail mail@shimizu-s-center.org  

一言メッセージ ＮＰＯに関する相談、お問い合わせ、情報の収集や提供を行っています。会議室や利用者が自由に使
えるオープンスペースもあります。これから市民活動を始めたい、とお考えの方も大歓迎です。ぜひご来
館下さい。 
 

 

施設名称 ふじのくにＮＰＯ活動センター 設立 2010 年 4 月 

運営団体 公益財団法人 ふじのくに未来財団 

住所 〒422-8067  
静岡県静岡市駿河区南町 14 番 1 号 水の森ビル 2 階 

電話番号 054-260-7601  FAX 054-260-7603 

利用時間 10:00～20:00（月曜～金曜） 10:00～17:00（土曜・祝日） 

休館日 年末年始、毎週日曜日 

施設概要 ＮＰＯ相談コーナー、情報提供コーナー、ＮＰＯ法人開示書類閲覧コーナー等 

URL http://www.fnc-shizuoka.net/  

e-mail otoiawase@fnc-shizuoka.net  

一言メッセージ ＮＰＯの方だけではなく、社会貢献活動をこれからはじめたい市民や企業の方にもご利用いただけます。

ご相談は事前にお電話で日程を確認いただきご来館ください！ 

 

施設名称 ふじのくに西部ＮＰＯ活動センター 設立 2013 年 

運営団体 特定非営利活動法人魅惑的倶楽部 

住所 〒430-0929 静岡県浜松市中区中央１丁目１２−１ 
静岡県浜松総合庁舎１階 

電話番号 053-458-7115 FAX 053-458-7026 

利用時間 10:00～20:00（月曜～金曜） 10:00～17:00（土曜・祝日） 

休館日 年末年始、毎週日曜日 

施設概要 NPO相談、企業の社会貢献活動支援、管内市町の市民活動所轄課、市民活動支援施設や中間支援
団体との連携支援、情報提供コーナー、NPO法人開示書類閲覧コーナー等 

URL http://www.npo-fujinokuni.jp/ふじのくに西部NPO 活動センター/  

https://www.facebook.com/FNCWEST   

e-mail fnc-west@shizuoka.tnc.ne.jp  

一言メッセージ NPOに関する相談や企業の社会貢献活動（CSR）相談等お気軽にお問い合わせ下さい。事前に日程の

確認をして頂けるとスムーズです。 

 

■静岡県 

■静岡県 

■静岡県 
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施設名称 ふじのくに東部ＮＰＯ活動センター 設立 平成 25 年 

運営団体 特定非営利活動法人東海道・吉原宿 

住所 〒410-0801 沼津市大手町１丁目１－３ 沼津商連会館ビル３階 

電話番号 055-951-8500 FAX 055‐952‐1433 

利用時間 10:00～20:00（月曜～金曜） 10:00～17:00（土曜・祝日） 

休館日 年末年始、毎週日曜日 

施設概要 NPO 相談をはじめ、情報提供コーナー・NPO 法人開示書類閲覧コーナー・コ・ワーキングスペース、会議室を

常設。多部数印刷も格安にて承っております。 

URL http://www.npo-fujinokuni.jp/ふじのくに東部NPO 活動センター/  

https://www.facebook.com/fnc.numazu  

e-mail manager@fnc-numazu.net  

一言メッセー

ジ 

静岡県内のＮＰＯ団体がよりよい活動ができるように、さまざまな情報提供や各種相談業務、静岡県東
部における中間支援をする専門的な人材の育成、静岡県をはじめとした行政機関や民間企業との協
働促進などを支援する施設です。 
JR 沼津駅南口すぐ商連会館ビル 3F が FNC です。沼津にお出かけの際はぜひお立ち寄りください！ 

 

施設名称 静岡県地球温暖化防止活動推進センター 設立 2003 年 

運営団体 特定非営利活動法人アースライフネットワーク 

住所 〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町 12-5 丸伸ビル 2F  

電話番号 054-271-8806 FAX 054-254-7052 

利用時間 営業時間：平日 9：00～18：00 

休館日 土日・祝日 

施設概要 施設として開放、ミーティングスペースの貸出し等はしておりません。 

温暖化防止や環境活動・イベントなどに係る団体様等へのイベントツール貸出しなどを行っています。 

URL http://www.sccca.net  

e-mail info@sccca.net  

一言メッセージ 当法人は、県内の温暖化防止活動をサポートすべく、県知事より「静岡県地球温暖化防止活動推進セ
ンター」に指定されています（2004～）。環境イベントツールの貸出しや、一般・団体・企業・学校などの
エコ活動、環境教育、省エネ・再可エネについての普及啓発等の相談にも対応！ご相談はお気軽に♪ 

 

 

■静岡県 

■静岡県 
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アイサーチ・ジャパン 教育 33

A SEED JAPAN 生物 3R 国際 ﾌﾟﾛﾎﾞﾉ 全般 41

アースウォッチ・ジャパン 生物 17

荒川クリーンエイド・フォーラム 3R 教育 31

エコ・リーグ 生物 温暖化 3R 全般 41

ETIC．(エティック) 震災 37

NPO birth 生物 教育 20

NPOコミュニケーション支援(a-con) ﾌﾟﾛﾎﾞﾉ 40

エバーラスティング・ネイチャー 生物 17

FoE Japan 生物 温暖化 3R 国際 全般 42

開発教育協会(DEAR) 教育 34

風土―Kazetsuti― 生物 温暖化 3R 教育 34

かみえちご山里ファン倶楽部 生物 教育 全般 27

ガリレオスクール 教育 35

環境エネルギー政策研究所 温暖化 31

共存の森ネットワーク 生物 教育 全般 27

グラウンドワーク三島 生物 3R 教育 全般 20

国際自然大学校 教育 35

国土緑化推進機構 生物 温暖化 教育 震災 21

サービスグラント ﾌﾟﾛﾎﾞﾉ 40

埼玉県自然学習センター　北本自然観察公園 生物 教育 18

しずおか環境教育研究会(エコエデュ) 教育 36

自然環境復元協会 生物 教育 ﾌﾟﾛﾎﾞﾉ 全般 21

渋谷Flowerプロジェクト(シブハナ) 生物 3R 教育 全般 22

シャンティ国際ボランティア会 震災 国際 38

JUON(樹恩)NETWORK 生物 温暖化 教育 震災 全般 28

樹木・環境ネットワーク協会 生物 温暖化 教育 震災 全般 22

団体索引 【五十音順】
（活動ジャンル早見表）

あ行

か行

さ行
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棚田ネットワーク 生物 全般 28

ダンザニア・ポレポレクラブ 生物 温暖化 教育 国際 38

地球と未来の環境基金 生物 教育 全般 23

地球緑化センター 生物 温暖化 教育 国際 全般 23

千葉自然学校 教育 全般 36

チャウス自然体験学校 教育 全般 37

つくば環境フォーラム 生物 教育 全般 24

東京港グリーンボランティア 生物 教育 19

トチギ環境未来基地 生物 温暖化 教育 全般 24

トトロのふるさと基金 生物 温暖化 全般 25

NICE日本国際ワークキャンプセンター 国際 39

新田環境みらいの会 生物 29

日本エコツーリズムセンター 生物 教育 全般 29

日本自然保護協会(NACS-J) 生物 教育 18

日本生態系協会 生物 教育 国際 全般 19

富士山クラブ 生物 3R 32

ブリッジ エーシア ジャパン 3R 教育 国際 39

BLUE BIRD 生物 教育 32

ホールアース研究所 生物 温暖化 全般 25

村おこしNPO法人 ECOFF 生物 教育 30

森のライフスタイル研究所 生物 温暖化 教育 震災 30

野外教育学修センター　魚沼伝習館 教育 33

ユギ里山保全チーム 生物 全般 26

よこはま里山研究所NORA 生物 温暖化 教育 全般 26

ま行

や行

た行

な行

は行
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